は　し　が　き

この記録は、平成13年７月29日に執行された第19回参議院議員通常選挙並びに平成12年11月から平成13年11月までの間に執行された市町村の長及び議員の選挙の結果を収録したものです。

第19回参議院議員通常選挙は、平成13年７月22日に任期満了となる議員の改選のための選挙であり、選挙期日については、国会の会期との関係により６月29日に閣議決定され、７月12日に公示、７月29日に執行されました。

今回の通常選挙は、平成12年11月に公職選挙法が改正され、参議院比例代表選挙が従来の拘束名簿式から非拘束名簿式に改められて初めて行われる選挙でありました。非拘束名簿式の導入に伴ない、名簿で当選順位を決めず、有権者が候補者名または政党名のいずれかを記載して投票できる方式とされたため、有権者は、比例代表選挙においても当選させたい候補者を選べることとなりました。

また、この改正において、選挙すべき議員の定数が、比例代表選挙で４人、選挙区選挙で6人それぞれ削減され、比例代表選挙の定数が96人、選挙区選挙の定数が146人の合計242人に改められ、今回の選挙では、その半数である比例代表選挙48人、選挙区選挙73人が改選されました。

なお、外国に住んでいても投票できる「在外投票」及び遠洋区域を航行区域とする船舶等に乗船する船員の不在者投票について、ﾌｧｸｼﾐﾘ装置を用いて投票を送信することを認める、「洋上投票」が参議院選挙では初めて行われた選挙でもありました。

さらに、投・開票速報においても、従来、国と都道府県の間を結んでいたｵﾝﾗｲﾝが、都道府県と市区町村間にも拡張されて行われる初めての選挙でありました。

投票率については、全国で比例代表56.42％、選挙区で56.44％と、前回に比べそれぞれ2.41％、2.40％低下して、参議院選挙史上3番目に低い投票率となり、本県においても、比例代表選挙で66.67％、選挙区選挙で66.68％と、前回に比べそれぞれ3.37％、3.36％低下して、参議院選挙史上最低の投票率を記録しました。

管理執行においては、非拘束名簿式の導入に伴なう投・開票事務の全面的な見直しとｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑの構築のため、各市町村の選挙管理委員会の皆様に日夜ご奮闘いただきました結果、新たな制度・ｼｽﾃﾑの導入に伴なう大きな混乱もなく執行することができました。

ここに、選挙の記録を発刊するに当たり、連日よく激務に耐え、その職務を遂行された市町村の選挙管理委員会の方々をはじめ、明るい選挙の推進･投票総参加の呼びかけにご尽力をいただいた明るい選挙推進協議会、各種団体並びに報道関係者各位に対して深く感謝し、心から敬意を表すとともに、今後一層のご協力をお願いいたします。

　　　平成13年12月

　　　　　　　　　　　鳥取県選挙管理委員会委員長　　中　村　碩　男
